
令
和
二
年
三
月
三
日
再
校

令和２年度 仙台市の主要事業

多様な力で未来を創る、
新たな杜の都への挑戦

創造と可能性

暮らしを守る
安全・安心

自然と共存する
防災環境都市づくり

若い力が育ち、
活躍するまち



令
和
二
年
三
月
三
日
再
校

　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
新
年
度
の

主
題
を
「
多
様
な
力
で
未
来
を
創
る
、

新
た
な
杜
の
都
へ
の
挑
戦
」
と
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

若
い
力
が
育
ち
、
活
躍
す
る
ま
ち

へ
の
挑
戦

　
児
童
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
機
会
の

確
保
や
心
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
学
習
や
体
験
活

動
の
場
で
あ
る
「
杜
の
ひ
ろ
ば
」
を
増

設
す
る
と
と
も
に
、
学
校
訪
問
対
応
相

談
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
対
応
に

向
け
て
、
法
律
や
心
理
な
ど
の
専
門
家

を
中
心
と
し
た
、
い
じ
め
の
相
談
窓
口

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
保
護
者
や
地

域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
順
次
導
入
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
る
社
会
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
た
な
「
仙
台
市
す
こ
や
か
子
育
て

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
夏
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
の
目
が
我
が
国

に
集
ま
る
こ
の
機
会
に
、
本
市
の
復
興

の
姿
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程

で
発
揮
さ
れ
た
幾
多
の
力
こ
そ
、
本
市

の
確
か
な
財
産
で
あ
り
、
仙
台
の
未
来

を
希
望
へ
と
つ
な
ぐ
原
動
力
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
中
に
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
新
総
合
計
画
を
策
定
す
る

年
で
す
。
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
描
き
、
と
も
に
新
た
な
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
へ
と
踏
み
出
す
べ
く
、
新

年
度
を
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
、

国
籍
な
ど
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
て

の
人
々
に
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
場
が

あ
り
、
多
様
な
知
恵
や
経
験
か
ら
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
、
そ
の
よ
う
な
新

し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。 郡　和子

仙台市長
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産後ケアや子育ての悩みに関する相談な
ど、子どもの成長段階に応じた切れ目の
ない支援を実施します

多様な力で未来を創る、
　　新たな杜の都への挑戦

─令和２年度施政方針から



令
和
二
年
三
月
三
日
再
校

プ
ラ
ン
」
の
下
、
誰
も
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
お
け
る
所

得
制
限
基
準
の
緩
和
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
区
役
所
お
よ
び
宮
城
総
合
支
所

に
「
子
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
的
な
支

援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
５
歳

児
を
対
象
と
し
た
発
達
相
談
の
実
施
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に

わ
た
る
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
若
者
会
議
」

の
開
催
な
ど
、
若
者
の
感
性
や
ア
イ
デ

ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
若
者
の

地
元
定
着
に
向
け
て
、
高
校
生
が
地
元

企
業
の
仕
事
を
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
ー
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。

創
造
と
可
能
性
へ
の
挑
戦

　
企
業
立
地
の
促
進
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
、
都
心
の
機
能
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
音
楽
ホ
ー
ル
の
基
本
構

想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

青
葉
通
仙
台
駅
西
口
の
公
共
空
間
の
在

り
方
の
検
討
に
着
手
す
る
ほ
か
、
勾
当

台
地
区
の
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や

定
禅
寺
通
活
性
化
に
向
け
た
大
規
模
な

社
会
実
験
の
実
施
、
市
役
所
本
庁
舎
建

て
替
え
の
基
本
設
計
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
次
世
代
放
射
光
施
設
の
稼
働
に

向
け
て
、
企
業
に
お
け
る
施
設
の
利
活

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
研
究
開
発

拠
点
や
関
連
企
業
の
集
積
等
に
資
す
る

支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
、
起
業

家
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
域
外
か
ら
の

人
材
確
保
・
投
資
の
呼
び
込
み
に
つ
な

が
る
よ
う
、
発
信
力
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ス
事
業
の
民
営
化

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
当
た
り
、
イ

タ
リ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
け

入
れ
な
ど
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を
通

し
て
、
異
な
る
文
化
や
障
害
へ
の
理
解

の
促
進
な
ど
次
の
世
代
へ
と
つ
な
が
る

レ
ガ
シ
ー
を
築
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
に
予
定
さ
れ
る
東
北
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
見
据
え

な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

自
然
と
共
存
す
る
防
災
環
境
都
市

づ
く
り
へ
の
挑
戦

　
震
災
の
経
験
を
未
来
へ
伝
え
る
新
た

な
核
と
な
る
、
市
中
心
部
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
拠
点
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
民
の
復
興
の
取
り
組
み
な
ど
を
改
め

て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
に
お

け
る
職
員
間
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
仙
台
防
災

未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
規
模
を
拡
大
し
て

開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
心
の
ケ
ア
を
含
む
健
康
支
援

や
復
興
公
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、

仙
台
駅
西
口
地
区
等
に
お
け
る
浸
水
被

害
軽
減
の
た
め
の
排
水
能
力
強
化
を
推

進
す
る
ほ
か
、
国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
地
域
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　
杜
の
都
の
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り

組
む
ほ
か
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
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東京2020オリンピック・パラリンピックを
機に、スポーツ・文化を通した交流を行いま
す（写真は「シッティングバレーボール」女
子イタリア代表の小学校訪問の様子）

震災の経験や教訓を次の世代へ伝える
ため、多様な主体が日頃の活動を発信
する ｢仙台防災未来フォーラム｣

サ
イ
ク
ル
実
証
事
業
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
「
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
の
誘
致
に
向
け
た

基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
へ
の

挑
戦

　
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援
体
制
の
充

実
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
等
の
通
院
負
担
の
軽
減

が
期
待
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普

及
に
向
け
た
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
が
長
期
化
し

た
中
高
年
の
方
々
の
社
会
参
加
の
促
進

に
向
け
て
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
の
確

保
の
た
め
、
地
域
交
通
支
援
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
燕
沢
地

区
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
支
援
内
容
を

拡
充
し
、
他
の
地
域
へ
も
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

◆

　
多
様
な
人
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

発
揮
さ
れ
、
輝
き
続
け
る
ま
ち
と
し
て

仙
台
を
次
の
時
代
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
、
今
、
こ
こ
に
生
き
る
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
希

望
あ
る
未
来
へ
の
確
か
な
道
筋
を
打
ち

出
し
て
い
き
ま
す
。



生
活
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
す
る
ほ

か
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、

小
学
校
へ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
読
み
書
き

に
困
難
の
あ
る
児
童
の
つ
ま
ず
き
を
早

期
に
把
握
し
改
善
す
る
た
め
、
多
層
指

導
モ
デ
ル
教
材
の
全
小
学
校
へ
の
導
入

や
、
院
内
学
級
が
な
い
病
院
に
長
期
入

院
す
る
病
気
療
養
児
に
対
す
る
I
C
T

を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
の
実
施
な
ど
、

授
業
や
指
導
内
容
、
相
談
機
能
を
充
実

さ
せ
、
児
童
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」

の
育
成
や
確
実
な
定
着
を
図
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進

15
億
７
５
９
４
万
円

　
い
じ
め
に
悩
む
児
童
生
徒
や
保
護
者

へ
の
相
談
支
援
の
た
め
、
法
律
や
心
理

な
ど
の
専
門
家
を
中
心
と
し
た
相
談
窓

口
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
児
童
生
徒

が
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
さ
わ
や

か
相
談
員
の
配
置
校
の
拡
充
を
図
る
ほ

か
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
助
言
を
得

な
が
ら
い
じ
め
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

改
訂
す
る
な
ど
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
に
取
り
組
み
ま
す
。

不
登
校
対
策
推
進１

億
４
０
９
９
万
円

　
現
在
市
内
７
カ
所
に
設
置
し
て
い
る

適
応
指
導
教
室
「
杜
の
ひ
ろ
ば
」
を
１

カ
所
増
設
し
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
学
校
訪

問
対
応
相
談
員
を
小
・
中
学
校
に
派
遣

し
、
別
室
等
で
対
応
し
な
が
ら
、
個
々

の
児
童
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

確
か
な
学
力
育
成

　
　
　
　
　
　
　
10
億
４
１
８
０
万
円

　
本
市
独
自
の
標
準
学
力
検
査
お
よ
び

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

※
４
～
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部

の
事
業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す
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若
い
力
が
育
ち
、
活
躍
す
る
ま
ち
へ
の
挑
戦

主要
事業

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

18
億
９
３
９
６
万
円

　
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
を
推
進
し
、

多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
学
校
の
勤
務
時
間
外
に

お
け
る
電
話
自
動
音
声
案
内
や
高
等
学

校
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を

進
め
ま
す
。

学
校
と
地
域
と
の
連
携
推
進

４
２
６
７
万
円

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
豊
か
な
教
育
環
境
を
創
出
す
る
、
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校
運

営
に
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
順
次
導
入
し
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
支
え
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進

７
２
４
億
７
１
８
万
円

　
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
、
認
可
保
育
所
等
の
保

育
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子

育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
取
り

組
み
を
進
め
る
な
ど
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

一
時
保
護
専
用
施
設
の
設
置　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
７
９
万
円

　
児
童
養
護
施
設
に
お
い
て
、
小
規
模

な
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
に
よ
り
、
一
時
保
護

が
必
要
な
子
ど
も
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ

た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

６
５
９
億
６
０
９
２
万
円

　
各
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
に
、
子

ど
も
・
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
総
合
的

な
支
援
体
制
「
子
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン

タ
ー
」
を
構
築
し
、
子
育
て
に
関
す
る

情
報
提
供
・
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
５
歳
児
の
い
る
全
家
庭

に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
表
を
郵
送
し
、
希

望
す
る
保
護
者
に
対
し
て
育
児
や
発
達

に
関
す
る
相
談
を
行
う
ほ
か
、
乳
児
期

か
ら
の
虫
歯
予
防
を
推
進
す
る
た
め
フ

ッ
化
物
歯
面
塗
布
の
費
用
を
助
成
す
る

な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

小学校低学年における少人数指導や小学校高学年に
おける教科担任制など、確かな学力の育成に向けた
施策を実施します



市が取り組む重点分野と主要事業について
紹介します

定禅寺通の車線を一部規制
して行った社会実験

5

都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　

　
に
ぎ
わ
い
と
交
流
、
継
続
的
な
経
済

活
力
を
生
み
出
し
続
け
る
「
躍
動
す
る

都
心
」
を
目
指
し
、
市
民
や
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
て
「
都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。
老
朽
建
築

物
の
建
て
替
え
や
企
業
立
地
を
促
進
す

る
ほ
か
、
引
き
続
き
オ
フ
ィ
ス
ニ
ー
ズ

調
査
等
を
踏
ま
え
た
有
効
な
支
援
策
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
勾
当
台
エ
リ
ア
の
新
た
な
方

向
性
を
示
す
「（
仮
称
）
勾
当
台
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
勾
当

台
公
園
の
再
整
備
基
本
構
想
の
策
定
に

向
け
、
調
査
・
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

定
禅
寺
通
周
辺
の
魅
力
向
上
に
向
け
て
、

道
路
空
間
の
再
構
成
や
公
共
空
間
の
利

活
用
の
検
討
を
目
的
と
し
た
社
会
実
験

を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
役
所
本
庁
舎
建

て
替
え
に
係
る
基
本
設
計
や
、
新
本
庁

舎
低
層
部
に
お
け
る
民
間
活
力
の
導
入

可
能
性
調
査
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
仙

台
駅
西
口
に
お
け
る
公
共
空
間
の
在
り

方
の
検
討
を
行
う
ほ
か
、
都
心
の
に
ぎ

わ
い
向
上
に
資
す
る
交
通
環
境
の
再
構

築
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
楽が
く

都と

に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
さ
ら
な
る

検
討
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業

●
（
仮
称
）
勾
当
台
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

５
０
０
万
円

●
勾
当
台
公
園
再
整
備
基
本
構
想
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
６
４
万
円

●
定
禅
寺
通
活
性
化
推
進

１
億
７
３
９
２
万
円

●
市
役
所
本
庁
舎
建た
て
か
え替

２
億
５
１
９
０
万
円

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

７
１
８
０
万
円

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

３
１
５
６
万
円

●
35
人
以
下
学
級
の
実
施

５
億
８
０
５
０
万
円

●
学
校
教
育
施
設
整
備

１
０
０
億
４
６
８
９
万
円

●
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進４

０
５
万
円

●
学
都
推
進

６
２
３
万
円

創
造
と
可
能
性
へ
の
挑
戦

主要
事業

お
よ
び
「
仙
台
若
者
ア
ワ
ー
ド
」
を
実

施
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

担
い
手
の
育
成
お
よ
び
若
者
の
社
会
参

加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

若
者
の
地
元
定
着
促
進２

４
１
７
万
円

　
大
学
と
地
元
企
業
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
元
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
を
行
う
ほ
か
、
高
校
生
が
地
元
企

業
の
仕
事
を
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
デ
ィ
ー
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、
将

来
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
や
U
I
J
タ

ー
ン
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
若
者
の
地
元

定
着
を
促
進
し
ま
す
。

社会の課題解決に寄与する優れた取り組みを
行う若者団体を表彰する「仙台若者アワード」

と
し
た
募
集
枠
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
若
者
会
議
」

●
都
心
の
再
整
備
支
援

２
６
６
０
万
円

●
都
心
交
通
環
境
の
再
構
築６

０
０
万
円

●
音
楽
ホ
ー
ル
整
備
検
討１

８
５
４
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

３
８
１
７
万
円

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
基
準
の
緩
和
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
実
施
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
等

を
行
い
ま
す
。

若
者
の
発
想
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り

２
５
０
万
円

　
若
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
等
を
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
す
る
た
め
、
市
民
協
働

事
業
提
案
制
度
に
新
た
に
若
者
を
対
象



ウェブサイト「仙台旅先体験コレクシ
ョ ン」（https://sendai-experience.
com/ja/）では、さまざまなジャン
ルの体験プログラムを紹介しています

経
済
産
業
政
策
推
進

５
６
８
１
万
円

　
「
仙
台
市
経
済
成
長
戦
略
２
０
２

3
」
に
基
づ
き
、
地
域
経
済
の
持
続
的

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。
新
規
株
式
上
場
を
目
指
す
成
長
意

欲
の
高
い
中
小
企
業
を
「
仙
台
未
来
創

造
企
業
」
と
し
て
集
中
的
に
支
援
す
る

ほ
か
、
域
外
か
ら
の
人
や
資
金
等
の
呼

び
込
み
に
向
け
て
、
首
都
圏
を
中
心
と

す
る
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
本

市
経
済
施
策
の
効
果
的
か
つ
戦
略
的
な

情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

地
元
企
業
成
長
促
進

５
３
７
５
万
円

　
人
材
の
育
成
や
新
規
事
業
の
創
出
支

援
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
地
元
企
業

の
成
長
を
促
す
各
種
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
都
の
杜
・
仙
台
」
を

通
じ
て
販
路
開
拓
、
誘
客
等
を
促
進
し

ま
す
。

起
業
支
援

１
億
３
７
３
０
万
円

　
起
業
や
起
業
後
の
事
業
継
続
、
成
長

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
金
の

連
携
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を

強
化
し
、
仙
台
・
東
北
か
ら
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
を
連
続
的
に
生
み
出
す

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

の
形
成
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

6

起業家応援イベント「SENDAI f
フォー
or 

S
スタートアップス
tartups!」。地域経済をけん引する

起業家の輩出や社会起業家の育成等
を推進します

次
世
代
放
射
光
施
設
関
連
産
業
振
興

１
６
９
９
万
円

　
次
世
代
放
射
光
施
設
の
立
地
を
仙

台
・
東
北
の
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
付
加
価
値
の
創
造
な
ど
に
つ

な
げ
る
た
め
、
放
射
光
施
設
の
利
活
用

促
進
に
向
け
た
普
及
啓
発
等
を
実
施
し

ま
す
。

ガ
ス
事
業
の
民
営
化

８
０
７
９
万
円

　
ガ
ス
小こ

売う
り
全
面
自
由
化
な
ど
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ガ
ス

事
業
の
民
営
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
公
募
条
件
や

評
価
基
準
の
検
討
を
進
め
た
上
で
、
事

業
継
承
者
の
公
募
を
行
い
、
優
先
交
渉

権
者
を
決
定
し
ま
す
。

農
林
業
振
興

15
億
６
５
７
２
万
円

　
民
間
事
業
者
が
行
う
６
次
産
業
化
等

に
よ
る
農
業
の
高
付
加
価
値
化
・
高
度

化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の

担
い
手
育
成
、
農
業
法
人
の
経
営
力
強

化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
農

林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
農
業
生

産
基
盤
の
確
保
や
強
化
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進

14
億
４
９
５
３
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
と
し
て
、

イ
タ
リ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受

け
入
れ
や
各
競
技
団
体
と
連
携
し
た
相

互
交
流
事
業
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、

障
害
理
解
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
や

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

東
北
連
携
推
進

３
億
３
９
２
２
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
に
、
東
北
６
県

等
と
連
携
し
て
「
東
北
ハ
ウ
ス
」
を
設

置
し
、
東
北
の
復
興
や
観
光
・
物
産
情

報
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
大
会
観
戦

を
目
的
と
し
て
訪
日
す
る
外
国
人
旅
行

客
の
東
北
へ
の
誘
客
に
取
り
組
む
ほ
か
、

令
和
３
年
度
に
開
催
さ
れ
る
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

観
光
振
興

８
億
５
８
２
３
万
円

　
仙
台
・
東
北
エ
リ
ア
に
お
け
る
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
国
内
外
の

旅
行
者
が
楽
し
め
る
多
彩
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
発
掘
・
創
出
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
出

す
る
事
業
者
へ
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

市
内
宿
泊
関
連
団
体
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
地
域
資
源
の
発
掘
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

文
化
振
興

17
億
１
９
６
７
万
円

　
「
楽が
く

都と

仙
台
」
や
「
劇
都
仙
台
」
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
都

市
の
個
性
と
市
民
の
創
造
性
を
生
み
出

す
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
東
北
復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た

舞
台
芸
術
事
業
を
実
施
し
ま
す
。



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

震災遺構仙台市立荒浜小学校の活用を通して、
子どもの防災対応力の育成を推進します

7

震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

１
億
３
５
２
４
万
円

　
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交
流

館
の
運
営
や
震
災
遺
構
の
公
開
な
ど
を

通
し
て
、
津
波
の
脅
威
や
地
域
の
記
憶

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
ほ
か
、
市
中
心

部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
整
備
に
向

け
た
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
震
災

の
経
験
や
教
訓
を
仙
台
市
職
員
間
で
効

果
的
に
伝
承
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進

６
７
８
８
万
円

　
震
災
10
年
を
機
に
、
市
民
参
加
型
の

「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ

い
て
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
す
る
と
と

も
に
、
市
民
に
よ
る
復
興
の
取
り
組
み

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
信
す
る
な
ど
、

多
様
な
主
体
の
活
動
を
国
内
外
に
発
信

し
、「
防
災
環
境
都
市
」
の
ブ
ラ
ン
ド

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

５
億
６
８
７
８
万
円

　
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
東
部
沿
岸

地
域
に
お
け
る
津
波
避
難
広
報
や
情
報

収
集
を
行
う
ド
ロ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
版
防
災
教
育
の
推
進
や
震

災
遺
構
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
を
活
用

し
た
防
災
教
育
の
実
施
、
仙
台
市
地
域

自
然
と
共
存
す
る
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
へ
の
挑
戦

主要
事業

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調

　
査　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
万
円

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

１
億
２
８
７
１
万
円

●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致６

７
１
４
万
円

●
国
際
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流

１
３
３
１
万
円

●
国
内
姉
妹
都
市
と
の
交
流６

２
８
万
円

や
介
護
予
防
運
動
教
室
の
実
施
、
心
の

ケ
ア
な
ど
、
一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ

せ
た
き
め
細
か
な
健
康
支
援
を
行
い
ま

す
。

東
部
地
域
移
転
跡
地
利
活
用
推
進

21
億
７
３
１
０
万
円

　
防
災
集
団
移
転
後
の
東
部
沿
岸
部
の

跡
地
に
つ
い
て
、
市
民
・
事
業
者
な
ど

が
、
自
由
な
発
想
で
自
ら
取
り
組
む
新

た
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。
決
定
し

た
事
業
の
計
画
に
基
づ
き
、
土
地
の
造

成
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

８
億
４
９
６
８
万
円

　
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
蒲
生

北
部
地
区
に
つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
、
防
災
集
団
移
転
後
の
土

地
の
整
理
集
約
と
、
業
務
系
土
地
利
用

を
前
提
と
し
た
都
市
基
盤
の
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

●
東
西
線
沿
線
に
ぎ
わ
い
・
ま
ち
づ
く

　
り
推
進　
　
　
５
億
４
０
５
０
万
円

●
せ
ん
だ
い
・
ア
ー
ト
・
ノ
ー
ド
・
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
２
５
０
０
万
円

●
博
物
館
大
規
模
改
修

１
億
４
０
０
１
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備５

６
８
８
万
円

●
科
学
館
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
推
進

　
等　
　
　
　

  

１
億
６
１
５
２
万
円

●
文
化
財
史
跡
整
備
推
進

１
億
２
３
７
６
万
円

防
災
リ
ー
ダ
ー
（
S
B
L
）
の
養
成
・

支
援
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

災
害
等
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
取

り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援３

６
８
３
万
円

　
復
興
公
営
住
宅
に
住
む
１
人
暮
ら
し

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
18
歳
以
上
の

重
度
身
体
障
害
者
等
に
対
し
、
緊
急
時

の
対
応
機
能
を
備
え
た
機
器
を
貸
し
出

し
、
緊
急
通
報
や
見
守
り
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
復
興
公

営
住
宅
お
よ
び
み
な
し
仮
設
住
宅
入
居

者
を
対
象
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
生
活
再
建
等
の
相
談
・
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

被
災
者
の
健
康
支
援

１
４
８
１
万
円

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
と
体
の
健
康

の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
健
康
づ
く
り



下
水
道
浸
水
対
策17

億
９
８
８
１
万
円

　
仙
台
駅
西
口
地
区
等
高
い
浸
水
リ
ス

ク
を
持
つ
地
域
に
つ
い
て
、
雨
水
排
水

施
設
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
等

７
億
３
１
３
６
万
円

　
地
球
温
暖
化
対
策
等
推
進
条
例
に
基

づ
き
、
事
業
活
動
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
を
進
め
る
「
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
者
へ
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
に
対
し
補
助
を

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

49
億
６
２
８
４
万
円

　
地
域
課
題
の
把
握
・
分
析
や
関
係
団

体
間
の
連
携
強
化
な
ど
の
役
割
を
担
う

第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
地
域
支

え
合
い
活
動
へ
の
支
援
や
就
労
・
社
会

参
加
の
促
進
等
に
取
り
組
み
、
高
齢
者

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

市民との協働で生活ごみの減量やリサイクル
に取り組みます

8

行
う
な
ど
、
市
民
・
事
業
者
と
一
体
と

な
っ
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
地
球
温

暖
化
対
策
等
を
推
進
し
ま
す
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

48
億
２
３
０
７
万
円

　
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に
つ
い
て
、
年
間

を
通
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
バ
イ
オ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
普
及
促
進
、
製
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
実
証
事
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
・
事
業
者
と
の

協
働
に
よ
り
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実

施
や
事
業
系
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
な

ど
に
取
り
組
み
、
資
源
循
環
都
市
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

２
８
９
億
９
８
９
７
万
円

　
「
共
生
す
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

障
害
理
解
の
促
進
や
権
利
擁
護
の
推
進
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備

な
ど
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま

た
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
障
害
児

者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
相
談
支
援
事
業
所
等
の
人

材
育
成
を
行
い
、
地
域
生
活
支
援
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
者
向
け
の
居
場

所
の
提
供

１
６
９
万
円

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
が
長
期
化
し
た
中

高
年
齢
者
に
、
対
人
交
流
の
機
会
や
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
し
、

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

市
民
健
康
づ
く
り
推
進

29
億
４
２
６
２
万
円

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
歩
こ

う
動
こ
う
脱
メ
タ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
展
開
や
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化

予
防
の
た
め
に
、
保
健
指
導
の
手
法
・

医
療
機
関
の
連
携
体
制
の
確
立
に
向
け

た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
等
の
通
院
負
担
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普
及
に
向

け
た
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
、
生
涯
に

わ
た
り
市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

暮
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
へ
の
挑
戦

主要
事業

百
年
の
杜
づ
く
り
推
進

４
億
５
８
６
２
万
円

　
質
の
高
い
都
市
緑
化
や
市
街
地
の
樹

林
地
の
保
全
な
ど
に
市
民
協
働
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
の
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
誘
致
に
向
け
て
、

基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
町
内
会

　
等
支
援　
　
　
　
　
　
５
６
５
万
円

●
消
防
力
の
整
備

14
億
２
８
０
２
万
円

●
国
土
強き
ょ
う

靱じ
ん
化
地
域
計
画
策
定
の
推
進

３
９
４
万
円

●
上
水
道
施
設
災
害
対
策　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
74
億
５
６
６
３
万
円

●
青
葉
山
公
園
整
備６

億
２
８
５
０
万
円



令和２年度の予算については、仙台市ホームページ（サイト内
検索で「仙台市の財政」と検索）をご覧ください

R
P
A
、
A
I
等
の
導
入
及お

よ
び
利
活

用
推
進

８
２
７
９
万
円

　
業
務
に
お
け
る
事
務
の
正
確
性
や
迅

速
性
を
高
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
職
員
負
担
の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、

R
P
A
や
A
I
等
の
利
活
用
を
推
進
し

ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
整
備

１
億
３
８
３
７
万
円

　
市
政
に
関
す
る
定
型
的
な
問
い
合
わ

総
合
計
画
の
推
進

６
４
４
６
万
円

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

新
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、
総
合
計

画
審
議
会
で
の
審
議
を
進
め
る
と
と
も

に
、
中
間
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
区
民
説
明
会
な
ど
の
市
民
参
画
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
現
行
計
画
の

適
切
な
進
行
管
理
と
評
価
等
を
行
い
ま

す
。

せ
を
一
元
的
に
受
け
付
け
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
等
を
整
備
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

　
業　
　
　
　
　
31
億
４
６
６
２
万
円

市
役
所
経
営
へ
の
挑
戦

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
市
税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

１
億
７
３
５
９
万
円

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

１
８
６
億
５
５
６
万
円

●
公
民
連
携
の
推
進

５
６
６
万
円

●
人
材
育
成
機
能
・
組
織
力
強
化

４
４
５
６
万
円

9

既存の農園を拡充して交流人口拡大を図るな
ど、地域課題の解決に向け、さまざまな団体
が独自のアイデアを生かして活動しています

杜
の
都
の
自
転
車
プ
ラ
ン
推
進

３
億
６
１
７
８
万
円

　
学
校
等
と
連
携
し
た
交
通
安
全
教
室

の
開
催
な
ど
、
効
果
的
な
交
通
安
全
教

育
を
実
施
し
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
の

交
通
ル
ー
ル
順
守
・
マ
ナ
ー
向
上
に
関

す
る
街
頭
啓
発
な
ど
に
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
ほ
か
、
歩
行
者
や
自
動
車
と

自
転
車
の
走
行
空
間
の
分
離
を
図
る
な

ど
、
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
自
転
車
利
用
環
境
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

市
民
協
働
推
進

３
８
８
９
万
円

　
地
域
団
体
や
市
民
活
動
団
体
等
と
市

が
協
働
し
て
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力

向
上
に
取
り
組
む
「
市
民
協
働
事
業
提

案
制
度
」
や
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に

よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
図
る
取
り

組
み
へ
の
助
成
事
業
を
行
う
な
ど
、
多

様
な
主
体
に
よ
る
協
働
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

先
端
技
術
を
活
用
し
た
宮
城
地
区
の

地
域
課
題
解
決
事
業

１
６
０
０
万
円

　
宮
城
地
区
西
部
に
お
い
て
、
I
C
T

や
A
I
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
、
閉

校
施
設
の
利
活
用
や
地
域
交
通
の
確
保

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

郊
外
住
宅
地
・
西
部
地
区
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進４

０
１
７
万
円

　
郊
外
住
宅
地
・
西
部
地
区
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
、
地
域
の
担
い
手
が
自

発
的
に
取
り
組
む
実
践
事
業
お
よ
び
調

査
検
証
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

５
億
３
７
８
３
万
円

　
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
を
中
心

と
し
た
交
通
体
系
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
等
と
の
協
働

に
よ
り
、
地
域
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

既存の公共交通を補完する乗
り合いタクシーなどの地域の
足の確保に向けた取り組みを
支援します

●
感
染
症
対
策

33
億
２
９
８
９
万
円

●
人
と
猫
と
の
共
生
支
援

４
５
５
万
円

●
男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進　
　

　
　
　
　
６
億
８
８
１
４
万
円

●
地
域
安
全
対
策

１
億
６
１
１
万
円

●
消
費
者
支
援　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
０
４
万
円

●
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推

　
進　
　
　
　
　
１
億
８
２
９
０
万
円

●
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
２
億
８
１
８
７
万
円

●
市
民
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　
支
援　
　
　
　
　
　
２
５
９
０
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備

36
億
７
７
２
９
万
円



令
和
二
年
三
月
三
日
再
校

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
世
代
間
交
流
を

促
進
し
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
て
る

「
泉
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
七

北
田
川
ク
リ
ー
ン
運
動
」、「
泉
ケ

岳
悠ゆ
う
・
遊ゆ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
大
学

が
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
「
い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
」
や
「
大
学
・
地
域
連
携
に
よ

る
課
題
解
決
事
業
」
を
行
う
ほ
か
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
区
民
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま

つ
り
」、「
宮
城
地
区
ま
つ
り
」
な

ど
を
企
画
・
開
催
す
る
と
と
も
に
、

区
民
主
体
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
性
化
、
子
育
て
、
防
災
等

の
地
域
課
題
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
形
成
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

各区内の主要事業

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
み
や
ぎ
の・

ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企

画
・
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
、

防
災
、
地
域
の
魅
力
発
信
な
ど
の
取

り
組
み
や
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
海
辺
の
ふ
る
里
づ
く
り
支
援

　
津
波
被
災
地
域
に
お
い
て
、
ま
ち

の
活
性
化
等
に
取
り
組
む
団
体
や
、

集
団
移
転
跡
地
利
活
用
を
検
討
す
る

地
元
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
支
援
や
、
被
災
者

交
流
活
動
へ
の
公
募
に
よ
る
助
成
を

行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
津
波
被
災
地
域
の
歴
史
な
ど
を
未

来
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
の

魅
力
を
発
信
し
、
交
流
や
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。
ま
た
、
鶴
ケ
谷
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
世
代
や
分

野
を
超
え
た
連
携
拡
大
を
働
き
掛
け
、

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
太
白
区
民
ま

つ
り
」
や
小
学
生
の
体
験
学
習
事
業
、

区
内
の
自
然
・
歴
史
を
探
訪
す
る
事

業
な
ど
を
企
画
・
開
催
す
る
ほ
か
、

公
募
に
よ
り
、
市
民
団
体
が
実
施
す

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
担

い
手
同
士
の
交
流
の
機
会
を
創
出
す

る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
六
郷
東
部
地
区
の
新
た
な
地
域
の

拠
点
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

を
東
六
郷
小
学
校
跡
地
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
大
規
模
改
修
等
設
計

　
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

区
役
所
庁
舎
の
大
規
模
改
修
設
計
と

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し

て
、
内
部
改
修
等
の
設
計
を
行
い
ま

す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
若
林
区
民
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」、「
合
唱
の
つ
ど

い
」、「
若
林
わ
く
ド
キ
ま
ち
歩

き
」
な
ど
地
域
の
資
源
や
特
色
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
公
募
に
よ
り
、
市

民
団
体
が
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
郡
山
遺
跡
整
備

　
史
跡
地
の
公
有
化
と
史
跡
公
園
と

し
て
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
生
出
・
坪
沼
地
区
の
活
性
化
支
援

を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
秋
保
地
区

の
魅
力
あ
る
体
験
型
観
光
の
創
出
や

観
光
客
と
市
民
と
の
交
流
促
進
な
ど
、

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

「太白区民まつり」では、さまざまな市民
団体がステージ演出を行います

▲泉区のシンボル・七北田川の環
境保全のため、区民等により行わ
れる「七北田川クリーン運動」

▼「泉区民ふるさとまつり」のフ
ィナーレでは、花火が夜空を彩り
ます

「みやぎの・まつり」では、
区民が主体となって工作体験、
ブース展示等が催されます

「若林わくドキまち歩き」では、地域
の歴史や職人の技などを学びます

西
部
中
山
間
地
の
活
性
化
と
地
域
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼宮城西部地区では、地域の財産で
ある大倉ダムにこいのぼりを掲げ、
大倉周辺の魅力を広く発信

▲区民が主体となって運営され、
幅広い世代が参加する「青葉区民
まつり」
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■
蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

　
蒲
生
北
部
地
区
に
お
い
て
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
榴
岡
小
学
校
の
校
舎
等
増
築
工
事

や
、
高
砂
中
学
校
の
校
庭
整
備
を
行

い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
（
新
田
、
燕
沢
）

■
鶴
ケ
谷
第
二
市
営
住
宅
団
地
再
整

備
推
進

■
福
田
町
駅
周
辺
地
区
交
通
結
節
機

能
強
化
推
進

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
実
施
す
る
福
田
町

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
伴
い
、
鉄

道
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
駅
結
節
点
整
備
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
今
市
福
田
線
、
鍋
沼
線
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
燕
沢
歩
道
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
高
砂
中
央
公
園
、
与
兵
衛
沼
公
園
、

仙
台
駅
東
１
・
２
号
公
園
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
区
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
団
体
の
創

意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
推

進
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
（
学
生

の
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
、

作
並
・
新
川
地
区
活
性
化
事
業
、
仙

台
萬
本
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
む
宮
城
地
区
西
部
（
作
並
・
新
川

地
区
、
大
倉
地
区
）
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
を
活
用

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
戦
災
復
興
記
念
館
大
規
模
修
繕
設

計■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
折
立
小
学
校
、
中
山
中
学
校
の
校

庭
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
東
六
番
丁
児
童
館
改
築
設
計

■
水
の
森
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
設
計
（
川
平
、
川
前
）

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
上
杉
山
中
学
校
区
）

■
仙
台
駅
西
口
ガ
ス
灯
改
修

■
道
路
整
備

　
高
畑
定
義
線
、
勾
当
台
通
外
記
丁

線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
国
見
三
丁
目
橋
、
仲
の
瀬
橋
等
の

補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
菊
田
山
公
園
、（
仮
称
）
米
ケ
袋

一
丁
目
公
園
、
青
葉
山
公
園
、
愛
子

公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
震
災
の
伝
承
と
発
信

　
震
災
10
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
若
林
区

に
お
い
て
震
災
の
記
憶
を
伝
承
し
、

取
り
組
み
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
災

害
対
応
力
の
強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
支
援
や
、
被
災
者

交
流
活
動
へ
の
公
募
に
よ
る
助
成
を

行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
泉
西
部
地
区
の
活
性
化
に
向
け
、

住
民
主
体
の
取
り
組
み
や
情
報
発
信

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
泉

中
央
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
高

齢
化
が
進
む
郊
外
居
住
地
区
に
お
け

る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
建た
て

替か
え

事
業

■
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕
設
計

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
加
茂
中
学
校
の
校
庭
整
備
を
行
い

ま
す
。

■
将
監
地
域
複
合
施
設
建
設

■
南
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕
設
計

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
（
館
、
七
北
田
）

■
虹
の
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
泉
塩
釜
線
、
南
前
町
線
、
桂
島
上

野
線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
施
設
等
長
寿
命
化
修
繕

　
将
監
ト
ン
ネ
ル
、
泉
ケ
岳
ス
ノ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備	

　
馬
橋
の
整
備
お
よ
び
泉
中
央
駅
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
等
の
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
七
北
田
公
園
、
泉
中
央
公
園
、
高

森
東
公
園
、
泉
第
二
中
山
３
号
公
園

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

さかいの地区創生会による「旧板
いた

颪
おろし
道
どう
」の散策ルートの整備活動

東六郷コミュニティ・センターで
地域住民により開催されている
「六郷東部ふるさと交流祭」

多くの参加者でにぎわう
｢仙台蒲生日和山の山開き
登山」

地
域
活
動
力
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

西
部
中
山
間
地
の
活
性
化
と
地
域
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
大
和
小
学
校
の
校
舎
等
増
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
沖
野
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
蒲
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
宮
沢
根
白
石
線
、
長
喜
城
霞
目
線

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
中
倉
歩
道
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
荒
井
南
１
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
被
災
者
交
流
活
動
へ
公
募
に
よ
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
四
郎
丸
小
学
校
の
校
舎
等
増
改
築

工
事
や
、
大
野
田
小
学
校
の
校
庭
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
東
中
田
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
山
田
中
学
校
区
）

■
下
水
道
浸
水
対
策

　
四
郎
丸
地
区
の
浸
水
対
策
を
行
い

ま
す
。

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
、
向
山
１
号
線
、
仙

台
山
寺
線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
の
整
備
や
、
鹿
野
小
学

校
前
歩
道
橋
、
石
神
橋
等
の
補
修
工

事
、
太
白
大
橋
等
の
耐
震
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
富
沢
駅
東
３
号
公
園
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備
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令和２年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経

費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計
○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で

収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和２年度（前年度比）
一般会計     5,411億円　（152億円減少）
特別会計     3,064億円　（106億円減少）
企業会計     2,313億円　（47億円減少）

合計 １兆788億円 （305億円減少）

●令和２年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和元年度当初予算の金額

歳入総額
5,411億円
〔5,563〕

市税 
2,179

〔2,189〕
諸収入

330〔374〕
繰入金

350〔495〕
市債 
518

〔498〕
国庫支出金 

918
〔917〕

地方交付税
193〔213〕

地方消費税交付金
263〔213〕

その他
231

〔253〕

県支出金 267
〔251〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和元年度当初予算の金額

土木費
570

〔631〕
公債費
573

〔577〕

歳出総額
5,411億円
 〔5,563〕

健康福祉費
2,054

〔2,000〕

経済費 239
〔309〕

総務費 349
〔487〕

諸支出金 85
〔85〕

教育費
977

〔964〕

消防費 152
〔146〕

市民費 195
〔159〕

環境費 185
〔178〕 その他 32

〔27〕

（単位：億円）

平成28 令和元3029 ２

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,067 

680 

1,028 

601

766

689

458 

602
243

　一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予
算規模は１兆788億円で、前年度比305億円減少したも
のの、震災以降引き続き１兆円を超える規模となりまし
た。
　一般会計では、子ども・子育て支援新制度に係る経費
や学校建設費が増加した一方で、市庁舎整備基金造成積
立金の減少や、低所得者・子育て世帯向けプレミアム付
商品券発行に係る経費の減少などにより、前年度比152
億円減の5,411億円となりました。
　また、特別会計は公債費の減少などにより106億円減
少し、企業会計はガス事業における原材料費の減少など
により47億円減少しました。

　本年度は、施政方針に掲げた施策の４つの柱である
「若い力が育ち、活躍するまちへの挑戦」・「創造と可
能性への挑戦」・「自然と共存する防災環境都市づくり
への挑戦」・「暮らしを守る安全・安心への挑戦」に重
点的な予算配分を行いました。
　また、将来の税収増につながる地域経済の活性化、公
共施設の計画的な保全および更新など、引き続き持続可
能な財政基盤の確立に向けた取り組みを進めていきます。

「多様な力で未来を創る、新たな杜の都への
挑戦」に向けた財政運営

1,148

1,135

567

715

378

5,390

568
176

703

使用料および手数料
162〔160〕

5,476

1,156

1,083 

557

742

698

415 

608
217

　繰入金については、公共施設保全整備基金からの繰入
の減少などにより、145億円減少しました。諸収入につ
いては令和元年度に発行したプレミアム付商品券販売収
入の減少などにより44億円減少しました。また、市税
収入は税制改正の影響などにより、10億円減少しました。

繰入金や諸収入が減少歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　子育て支援や障害者福祉などに要する
費用である健康福祉費は、子ども・子育て支援新制度関
連などにより増加し、2,054億円（38.0％）と最も大
きな割合を占めました。次いで学校建設費の増加など
により教育費が977億円（18.0％）、公債費が573億円
（10.6％）、土木費が570億円（10.5％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障給付等の扶助費、借
入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、会計
年度任用職員の導入や、子ども・子育て支援新制度関連
などにより前年度に比べて73億円の増加となりました。
また、投資的経費は、復興事業の進

しん
捗
ちょく
などにより、前年

度に比べ15億円の減少となりました。

歳 出 義務的経費は増加、投資的経費は減少

5,000

      0

1,000

2,000

3,000

4,000

6,000

年度

1,213

1,232

570

586

336

5,411
562
164

748

5,563

1,172

1,195 

575

601

789

337 

723
171

●【性質別】歳出額（一般会計）の推移
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令和２年度 仙台市の主要事業

多様な力で未来を創る、
新たな杜の都への挑戦

創造と可能性

暮らしを守る
安全・安心

自然と共存する
防災環境都市づくり

若い力が育ち、
活躍するまち

再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください
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